
No. 評価指標 データ収集方法 評価期間
評価時期

（令和5年度）
実施者

赤 黄色 合計 赤 黄色 合計

【合計】CKDシール 1,494 2,728 4,222枚 【合計】CKDシール 1,504 2,474 3,978枚

腎臓専門医（N=42） 852 1,021 1,873枚 腎臓専門医（N=４３） 588 908 1,496枚

糖尿病対策推進会議（N=4） 15 60 75枚 糖尿病対策推進会議（N=３） 5 19 24枚

薬局 15 43 58枚 薬局 173 105 278枚

CKD対策協力医（N=93） 612 1,604 2,216枚 CKD対策協力医（N=112） 738 1,442 2,180枚

2
薬局から医療機関等への疑義照会件数

（ＣＫＤシールの確認によるもの）
薬剤師会から各薬局へ調査 １月～１２月 令和６年2月 薬剤師会

3 ＣＫＤ対策協力医の登録者数 医師会事務局にて把握 登録開始～１２月 令和６年2月 医師会

4
保険者が対象者に対して行った、

ＣＫＤ対策協力医への受診勧奨件数

県が実施する、糖尿病性腎症重症化予防プログラム

取組状況調査において把握
4月～３月 令和６年2月 県

5
保険者が対象者に対して行った、

腎臓専門医への受診勧奨件数

県が実施する、糖尿病性腎症重症化予防プログラム

取組状況調査において把握
4月～３月 令和６年2月 県

6
保険者からの受診勧奨により

ＣＫＤ対策協力医を受診した件数
県からＣＫＤ対策協力医へメールにて調査 1月～１２月 令和６年2月 県

7
保険者からの受診勧奨により

腎臓専門医を受診した件数
腎臓専門医で調査 １月～１２月 令和６年2月 腎臓専門医

10 年間新規透析導入患者数 日本透析医学会　統計資料から把握 １月～１２月 令和６年2月 県

8

9

ＣＫＤ対策協力医から

腎臓専門医への紹介件数

腎臓専門医からＣＫＤ対策協力医への

逆紹介件数

【腎臓専門医への調査】

  ８１１件　※N=42(平均21.3件、最大200件、最小0件）

【CKD対策協力医への調査】

    ２０２件　※N=93(平均2.2件、最大30件、最小0件）

【腎臓専門医への調査】

     ６７５件 ※N=42 (平均17.8件、最大150件、最小0件）

R３：１，９４７人

県からＣＫＤ対策協力医へメールにて調査

腎臓専門医で調査

県からＣＫＤ対策協力医へメールにて調査

腎臓専門医で調査

７９０件（R３年度）

３９５件（R３年度）

２８１件　※N=９３

（平均3.1件、最大90件、最小0件）

６３９件　※N=４２

（平均17.8件、最大273件、最小0件）

【CKD対策協力医への調査】

    ４０２件　※N=93(平均4.4件、最大100件、最小0件）
１月～１２月 令和６年2月

県

腎臓専門医

１月～１２月 令和６年2月
県

腎臓専門医

【CKD対策協力医への調査】

  １９４件　※N=112件(平均1.7件、最大20件、最小0件）

R４：１，９７４人

【CKD対策協力医への調査】

    ４２６件　※N=112件(平均3.8件、最大30件、最小0件）

【腎臓専門医への調査】

  ６７３件　※N=43(平均15.7件、最大116件、最小0件）

【腎臓専門医への調査】

     ７１７件 ※N=4３ (平均16.7件、最大210件、最小0件）

９４３件（R4年度）

５２６件（R4年度）

５３７件　※N=１１２

（平均4.8件、最大75件、最小0件）

９６２件　※N=４３

（平均22.4件、最大375件、最小0件）

進捗状況

（R５年度評価）

１７件

（うち15件については、照会後処方変更あり）

２５５名

進捗状況

（R４年度評価）

９件

２２５名

CKD対策に係る評価について

ＣＫＤシール貼付枚数

【腎臓専門医】

   腎臓専門医で取りまとめ

【糖尿病対策推進会議】

   糖尿病対策推進会議事務局で取りまとめ

【薬局】

   薬剤師会で取りまとめ

【ＣＫＤ対策協力医】

　県がメールにて調査、取りまとめ

１月～１２月 令和６年2月

腎臓専門医、

糖尿病対策推進

会議、薬剤師

会、県
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